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日頃より、北海道大学に対するご理解とご支援を賜り、深く感謝申し上げます。

本学は、今から141年前の1876年に、北海道の開拓の任に当たる人材を育成するため、明治政府が欧米の大学に匹敵す

る高等教育機関を目指して設立した「札幌農学校」を起源とし、東北帝国大学農科大学を経て、1918年に北海道帝国大学と

なりました。

札幌農学校は、明治初期に実学の重視を掲げて設立された他の大学とは異なり、アメリカのリベラルアーツ教育が行われ、

農学だけでなく数学、化学、生物学から語学、歴史、経済学まで幅広く教養を培うための基礎教育が実施されていました。そこ

では、人間形成の基となる「全人教育」のみならず、未踏の学問領域を積極的に探求する「フロンティア精神」、国際性や多様性

への柔軟な感受性を育成する「国際性の涵養」、そして、物事の本質を見極め、それを社会に活かす実のある研究を進める「実

学の重視」を念頭に置いた教育が実践されました。

開校以来、本学は４つの基本理念である「フロンティア精神」「国際性の涵養」「全人教育」及び「実学の重視」を受け継ぎ、今

日に至る長い歴史を刻んでまいりました。その基本理念の一つである「国際性の涵養」に則り、2013年には、高い精神性と異

文化理解、コミュニケーション能力を身につけたグローバル人材育成を支援するため、札幌農学校2期生で国際連盟事務次長

を務めた新渡戸稲造の名を冠した「新渡戸カレッジ」を開校し、さらに、2015年度からは大学院生向けのプログラムとして「新

渡戸スクール」を開校し、世界の課題解決に貢献する北海道大学を目指して、精力的に活動してきております。

一方で、わが国の18歳以下人口の動態変化と基礎的財政収支の不均衡から、大学を取り巻く財政環境は益々厳しいものと

なっており、国立大学に対する運営費交付金は毎年減額の一途を辿り、本学においてはこれまで毎年1～1.6%の減額が行わ

れています。そのような状況の中、より一層の経費節減、附属病院収入や産学官連携等による自己収入の増収、教員・事務組

織の効率化等が急務であるとともに、さらなる競争的資金の獲得に向け全学を挙げて取り組むことはもちろんですが、費用

対効果の観点から既存の事業についても精査し必要な改善を行い、限りある財源の有効活用のため不断の努力を重ねてま

いります。

本学が持続的に発展し続けるためには、財務の健全性を確保すると同時にその透明性を高め、皆様への説明責任を果たす

ことが重要であることを踏まえ、例年のとおり「財務レポート 2017」を作成しました。「財務レポート」は、北海道大学が取り

組んでいる事業を財務の側面から取りまとめたもので、本学を支えてくださる多くの皆様に、本学の財務状態や経営状態を

分かりやすく解説し、広くご理解いただくことを目的としております。皆様には、当レポートの内容をご覧いただき、本学が展

開する様々な事業へのご理解と一層のご支援・ご協力を賜れば幸いです。
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300万点を超える学術標本や資料を収蔵
総合博物館リニューアル～北大のすべてを魅せる～

1マンモスの原寸大レプリカ
2古生物標本の世界
3歴史的建築（旧理学部本館）を利用した総合博物館
4アインシュタイン・ドーム
5獣医学部展示
6歯科実習を体験できる歯学部展示
7クイズ形式で研究を紹介、『食と健康の達人』拠点展示
8北極域研究センター展示
9北大生による展示解説は利用者サービスと学生教育の場
10鉱物・岩石標本の世界
11標本に触れられるハンズオン展示
12車椅子対応の出入口とウッドデッキを新設
13ちょっと一休みにミュージアムカフェ「ぽらす」
14北大総合博物館オリジナルグッズが充実、ミュージアムショップ

2016年7月のリニューアルオープン以降、来館者は以
前の2倍のペースで増加、1年間で20万人を超えました。
高校生、家族連れ、国内外の観光客に加え、北大生の来館
も増加しています。来館者の方々からは「明るくなった」
「じっくりと落ち着ける」「利用しやすくなった」等の感想を
いただき、「愛される博物館」の実現に向けて良いスター
トになりました。イベントやセミナーでの利用も増えてい
ます。
12学部の展示を各部局と共に展開することで、学内で

の認識が高くなり、高校生や北大新入生からは、教育・研
究内容がよくわかり、入試や学部選択の参考になると評
判です。
北大総合博物館は日々進化することを目指していま

す。企画展示を定期的に開催するだけではなく、常設展
示である学部展示や北大の一押し研究の展示も更新して
います。「知の交流」を楽しみに何度でもお気軽にご来館
ください。

北大総合博物館

特集

北海道大学総合博物館

館長　中川 光弘

北大の魅力が溢れています。
より愛される大学博物館を目指します！

北海道大学総合博物館

1

2

3

4

5 6

7

8 9

10 11

12 13

14
〒060-0810 札幌市北区北10条西8丁目

TEL 011-706-2658　FAX 011-706-4029
http://www.museum.hokudai.ac.jp/

10:00-17:00
10:00-21:00（6～10月の金曜日のみ）

開館時間

月曜日、12月28日～1月4日
（月曜が祝日の場合は開館、翌平日休館）
※大学行事等により臨時開館・休館有。

休 館 日

無料入 館 料
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注）各金額は単位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります。

注）各金額は単位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります。

損益計算書は、一会計期間の運営状況を表したものです。 （単位：百万円）

（単位：百万円）（単位：百万円）

経常費用 
業務費 
 教育経費
 研究経費
 診療経費
 教育研究支援経費
 受託研究費
 共同研究費（※１）
 受託事業費
 人件費
一般管理費 
財務費用 
雑損 
臨時損失 

平成27年度
96,486
93,006
5,928
12,170
17,066
2,078
7,291
－

748
47,723
3,134
344
0

1,742
98,228

平成28年度
94,528
91,252
5,409
9,655
17,216
1,655
6,025
1,363
1,021
48,903
3,010
264
0
98

94,626

増減
△1,958
△1,754
△519

△2,515
150

△423
△1,266
1,363
273
1,180
△124
△80
0

△1,644
△3,602

2,283 1,464 △819

費用

当期総利益

費用合計

Ⅰ

Ⅱ

100,512 96,090 △4,422計

経常収益 
運営費交付金収益
学生納付金収益
附属病院収益 
受託研究収益 
共同研究収益（※２） 
受託事業等収益 
寄附金収益 
施設費収益 
補助金収益 
資産見返負債戻入 
財務収益 
雑益 
臨時利益 

平成27年度
99,533
38,201
9,563
28,239
7,269
－

752
2,104
1,627
3,359
5,672
27

2,714
751

100,284

平成28年度
95,358
35,020
10,033
28,246
6,163
1,377
1,040
2,162
98

2,691
5,442
10

3,069
75

95,433

増減
△4,175
△3,181
470
7

△1,106
1,377
288
58

△1,529
△668
△230
△17
355
△676

△4,851

228 656 428

収益

目的積立金等取崩額

収益合計

Ⅰ

Ⅱ

100,512 96,090 △4,422計
※１　28年度より、受託研究費と共同研究費が区分されております。
※２　28年度より、受託研究収益と共同研究収益が区分されております。

主な増減要因
【経常費用】
研究経費：△2,515 百万円
　※前年度からの繰越事業がないため
臨時損失：△1,644 百万円
　※ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理委託の減
人件費：＋1,180 百万円
　※年俸制の導入、人員の増

【経常収益】
運営費交付金収益：△3,181 百万円
　※交付額の減
施設費収益：△1,529 百万円
　※交付額の減
臨時利益：△676 百万円
　※27年度は、運営費交付金の精算のための収益化を行ったため

　貸借対照表は、年度末（３月３１日）における本学の財政状況（資産、負債及び純資産の状況）を表します。 （単位：百万円）

平成27年度
272,862
269,508
128,142
88,900
2,478
20,700
22,571
327
5,749
637
725
308
417

2,627
2,227
399

23,007
5,576
135

5,319
1,267
10,004

30
489
184

295,870

固定資産 
1 有形固定資産
 土地
 建物
 構築物
 工具器具備品
 図書
 美術品・収蔵品
 船舶
 その他
2 無形固定資産
 ソフトウェア
 その他
3 投資その他の資産
 投資有価証券
 その他
流動資産 
現金及び預金 
未収学生納付金収入
未収附属病院収入 
未収入金 
有価証券 
たな卸資産 
医薬品及び診療材料
その他 

平成28年度
265,200
260,951
128,141
84,460
2,278
16,653
22,561
327
5,187
1,339
650
247
401

3,598
3,141
456

22,227
10,033
153

5,045
1,284
4,900
46
548
214

287,427

増減
△7,662
△8,557

△1
△4,440
△200

△4,047
△10
0

△562
702
△75
△61
△16
971
914
57

△780
4,457
18

△274
17

△5,104
16
59
30

△8,443

資産の部

資産合計

Ⅰ

Ⅱ

固定負債 
資産見返負債 
債務負担金 
引当金 
長期未払金 
資産除去債務 
流動負債 
運営費交付金債務 
寄附金債務 
前受受託研究費等 
１年以内返済債務負担金 
未払金 
その他 

平成27年度
62,095
53,921
4,230
325

2,650
966

23,377
0

7,003
1,395
1,646
10,485
2,844
85,472

平成28年度
57,055
51,325
2,843
360
1,545
980

23,326
1,228
7,794
1,584
1,387
8,592
2,734
80,381

増減
△5,040
△2,596
△1,387

35
△1,105

14
△51
1,228
791
189

△259
△1,893
△110

△5,091

負債の部

資産合計

Ⅰ

Ⅱ

資本金 
資本剰余金 
利益剰余金
前中期目標期間繰越積立金 
目的積立金 
積立金 
当期未処分利益 

平成27年度
154,570
25,810
30,017
20,084

0
7,649
2,283

210,397
295,870

平成28年度
154,570
21,806
30,668
29,204

0
0

1,464
207,045
287,427

増減
0

△4,004
651
9,120

0
△7,649
△819

△3,352
△8,443

純資産の部

純資産合計
負債・純資産合計

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

5,409

9,655

17,216

1,6556,025

1,3631,021

48,903

3,010 264
【資産】
有価証券：△5,104 百万円
　※譲渡性預金及び金銭信託の減
建物：△4,440 百万円
　※減価償却累計額の増
現金及び預金：＋4,457 百万円
　※譲渡性預金及び金銭信託の減に伴う預金増

【負債】
資産見返負債：△2,596 百万円
　※資産見返補助金等の減
未払金：△1,893 百万円
　※４月支払物件費等の減
運営費交付金債務：＋1,228 百万円
　※27年度は、運営費交付金の精算のための収益化を行ったため

35,020

10,033
28,246

6,163
1,377
1,040
2,162

98
2,691

5,442

10 3,069
教育経費
研究経費
診療経費
教育研究支援経費
受託研究費
共同研究費
受託事業費
人件費
一般管理費
財務費用

運営費交付金収益
学生納付金収益
附属病院収益
受託研究収益
共同研究収益
受託事業等収益
寄附金収益
施設費収益
補助金収益
資産見返負債戻入
財務収益
雑益
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貸借対照表（B/S）

主な増減要因

会計メモ①　企業会計のＢＳとの違い
国立大学法人会計では、運営費交付金等を受領した際、直ちに収益とせず、教育研究の義務を負ったと考え、いったん

運営費交付金債務（負債）とします。また、資産の購入にあてた運営費についても資産見返負債とします。これらは、損益
均衡のための仕組みであり、教育研究の実施や減価償却の進行に応じて、収益化していきます。

損益計算書（P/L）

会計メモ③　資産見返負債戻入
メモ①で説明したとおり、国立大学法人会計では、資産の購入に充てた運営費等は、資産見返運営費等とし、購入時点で
は、その分の収益を認識しません。その後、減価償却費と同額の資産見返負債戻入を計上することで損益を均衡させます。
民間企業と異なり、購入した資産は教育研究に使用され、利益を生み出すものではないため、このような処理を行います。

会計メモ②　企業会計のＰＬとの違い
企業会計では、利益に直結する売上高（収益）を重視しているのに対し、国立大学法人会計では業務の遂行状況がわか

る費用を重視しています。また説明責任を果たすという観点及び法人の特色ある発展に向けての検討に寄与するという
観点から、教育研究などの目的別に分類表示することが求められています。

経常費用
構成割合 経常収益

構成割合

財務諸表の説明財務諸表の説明 財務諸表の説明財務諸表の説明
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